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	応用
	抗原情報
	背景
	FN1フィブロネクチンは、細胞表面やコラーゲン、フィブリン、ヘパリン、DNA、アクチンなどの様々な化合物に結合します。フィブロネクチンは、細胞接着、細胞運動、オプソニン作用、創傷治癒、細胞形状維持に関与しています。多くの場合、選択的スプライシングを受けたバリアントのヘテロ二量体または多量体であり、カルボキシル末端付近の2つのジスルフィド結合によって連結されています。ホモ二量体もまれに存在します。
	研究分野
	心血管系
	画像データ
	

	フィブロネクチン抗体を使用した、さまざまな溶解物中のフィブロネクチンのウエスタンブロット分析。
	

	FN1 抗体を使用した HeLa 溶解物中のフィブロネクチンのウェスタン ブロット分析。
	

	FN1 抗体を使用した 3T3 KB K562 293T 溶解物中のフィブロネクチンのウエスタン ブロット分析。
	

	フィブロネクチン 1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト甲状腺組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。右側はブロッキング ペプチドを含むサンプルです。
	

	フィブロネクチン1抗体を用いたHeLa細胞ライセート中のフィブロネクチンのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

